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キラリ★
菊花大会で内閣総理大臣賞など
　　　　　　　　数々の賞を受賞！！

　私が洋菓子作りに携わるようになったのは、中学生の頃です。父がパ

ティシエだったこともあり、お菓子を作るということに興味を持ち、洋

菓子作りの基本やノウハウなどを、父や職人さんから教わりながら作っ

ていました。そういった経験もあり、大学を卒業後、リンデンバウムに

就職し、様々な技術や感性を磨き、９年前に滑川店に赴任して現在に至

ります。

　ケーキやパイなど、小麦粉で作るお菓子を総称してパティスリーと呼

び、それらを作る男性をパティシエ、女性をパティシエールと呼びます。

　この業界は、出来上がった商品の様子から、一見すると華やかに見え、

パティシエ・パティシエールになりたいと思う、もしくは思っていた方

も少なからずおられるかと思いますが、お菓子が完成するまでの工程は

地味な作業が多く、皆さんが想像しているイメージとは違うかもしれま

せん。

　ファッションのように、洋菓子にも流行や季節に応じた商品があり、

それらを作る際、慣れていなかったり、経験に乏しいと失敗はついてま

わりますが、味加減や焼き加減などを誤ると、修復がきかないのが洋菓

子の特徴と言われています。ですが、失敗を恐れて新しいことへ挑戦す

る気持ちがなければ、お客さんに喜んでいただける商品を提供すること

はできません。より良い商品を提供できるよう、切磋琢磨するからこそ、

美味しいと思っていただける商品を提供できるのではないでしょうか。

　私自身、菓子職人ですので、お客さんから「美味しい」という言葉を

いただいたり、再度来店していただけることが、最も嬉しく感じます。

　今後、このお店とは違う、新しい形態のお菓子屋さんを開き、他には

無い商品やサービスを提供できる店舗を一から作り上げることを目標

に、この店舗も含めて、より多くのお客さまが笑顔になっていただける

ようなお店にしていければなと思っています。

　今回のおしごトークは、洋菓子やパンなどを販売するリ
ンデンバウム滑川店のオーナーで、パティシエの玉森 周
一さんにお話を伺いました。　一般的に、菊の花は 10 月中旬から 12 月中旬に開花すると言わ

れており、その間、花の形の整い方や開き具合などを審査する菊花
大会が全国各地で行われています。
　このたび、滑川市菊花会員の次の方々が、各地で開催された菊花
大会に出品され、数々の賞を受賞されました。（敬称略）

◎第 86回富山県菊花大会（10月 30日）
　　内閣総理大臣賞（12 鉢花壇）　　　　平石 由松（浜四ツ屋）
　　自由民主党総裁賞（切花総合）　　　 山田 行雄（大崎野）
　　財務大臣賞（三本組総合）　　　　　　　同 上
　　農林水産大臣賞　　　　　　　　　　　同 上
◎第 55回滑川市菊花大会（11月１日）
　　総合優勝　　　　　　　　　　　　　平石 由松（浜四ツ屋）
　　滑川市長賞　　　　　　　　　　　　香川 美智子（下梅沢）
◎第 49回北陸菊花大会（11月２日）
　　外務大臣賞（五本組総合）　　　　　　稲垣 満二（七口）
　　文部科学大臣賞（三本組総合）　　　　 同 上
　　福島原発事故担当国務大臣賞　　　　石場 甚太郎（吉浦）
　　クールジャパン戦略担当国務大臣賞　　同 上
　　海洋政策・領土問題担当国務大臣賞　佐伯 正視（坪川）
◎第 50回全日本菊花連盟全国大会伊豆の国市大会（11月９日）
　　伊東市長賞（部門１位）　　　　　　  稲垣 満二（七口）

▲富山県菊花大会内閣総理大臣賞 受賞作品 ▲市庁舎前に展示された小菊総合花壇


